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国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
い

た
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
環

境
部
長
の
遠
藤
啓
二
氏
に
東

京
か
ら
携
帯
に
電
話
が
入
っ

た
。

　

グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
Ｇ
Ｐ
Ｎ
／
平
尾
雅
彦

会
長
＝
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
化
学
シ
ス
テ
ム

工
学
専
攻
教
授
）
事
務
局
か

ら
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、「
第
16
回
グ
リ
ー
ン
購
入

大
賞
」（
Ｇ
Ｐ
Ｎ
主
催
）
の
大

賞
、
経
産
大
臣
賞
に
内
定
し

た
こ
と
の
連
絡
だ
っ
た
。

　

遠
藤
氏
は
「
経
済
産
業
大

臣
賞
は
い
わ
ば
外
側
、
荷
主

側
か
ら
の
賞
。
大
き
く
前
進

し
た
。
取
り
組
ん
で
い
る
管

理
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
て
凄

く
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
。

　

10
月
17
日
の
国
連
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
後

の
22
日
、
グ
リ
ー
ン
購
入
大

賞
の
プ
レ
ス
発
表
が
行
わ
れ

た
。

◇

　

Ｇ
Ｐ
Ｎ
事
務
局
長
（
専
務

理
事
）
の
麹
谷
和
也
氏
に
聞

い
た
。大

変
名
誉
な
賞

　

―
―
グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞

と
は
？

　
「
環
境
に
配
慮
し
た
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
環
境
負
荷
低

減
に
努
め
る
事
業
者
か
ら
優

先
的
に
購
入
す
る
グ
リ
ー
ン

購
入
の
普
及
拡
大
に
取
り
組

む
団
体
を
表
彰
す
る
制
度
で

す
」

　
「
グ
リ
ー
ン
購
入
の
普
及

に
関
す
る
先
進
事
例
を
表
彰

し
、
一
層
の
取
り
組
み
を
奨

励
す
る
と
と
も
に
、
先
進
事

例
の
紹
介
を
通
じ
て
、
グ
リ

ー
ン
購
入
の
普
及
と
質
的
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
１
９
９
８
年
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
」

　
「
グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞
の

後
援
は
、
環
境
省
、
経
済
産

業
省
、
農
林
水
産
省
、
日
本

経
済
団
体
連
合
会
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ

ジ
ャ
パ
ン
や
、
大
手
一
般
紙

な
ど
が
後
援
し
て
い
ま
す
。

大
変
名
誉
な
賞
で
す
」

輸
配
送
分
野
の

グ
リ
ー
ン
購
入

　

―
―
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
は
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
理
由
は
？

　
「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）
の
活

動
が
、
Ｇ
Ｐ
Ｎ
が
昨
年
度
制

定
し
た
日
本
初
の
『
輸
配
送

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
策
定
に
も

協
力
し
、
荷
主
が
Ｃ
Ｏ
２

削

減
に
取
り
組
む
運
送
事
業
者

を
優
先
採
用
す
る
『
輸
配
送

分
野
の
グ
リ
ー
ン
購
入
』
を

組
織
的
継
続
的
に
実
施
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
」

　
「
さ
ら
に
、
実
走
行
燃
費

に
基
づ
く
指
標
で
運
送
事
業

者
を
格
付
・
公
表
す
る
東
京

都
の
『
貨
物
輸
送
評
価
制
度
』

や
Ｇ
Ｐ
Ｎ
の
『
エ
コ
商
品
ね

っ
と
』
を
通
じ
て
、
信
頼
性

の
高
い
運
送
事
業
者
の
情
報

を
提
供
し
、
荷
主
と
共
に
輸

配
送
分
野
の
グ
リ
ー
ン
購
入

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
」

　
「
そ
れ
に
加
え
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
を
ド
ラ
イ
バ
ー

の
教
育
か
ら
取
り
組
み
、
燃

費
実
測
値
の
収
集
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
等
に
よ
る
行
政

の
制
度
構
築
へ
の
協
力
等
、

他
方
自
治
体
も
牽
引
し
、
多

大
な
環
境
負
荷
低
減
効
果
を

実
現
し
、
安
全
性
向
上
や
コ

ス
ト
削
減
等
へ
の
波
及
効
果

も
高
く
、
着
実
な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
」

「
国
連
も
認
め
た

環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」

　

―
―
大
賞
受
賞
は
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
の
励
み
に

な
り
ま
す

　
「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
中
に
は
、
様
々
な
環
境
負

荷
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る

事
業
者
の
皆
様
が
お
ら
れ
ま

す
が
、
ま
だ
社
会
的
評
価
に

結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
今

回
の
受
賞
や
国
連
で
の
プ
レ

ゼ
ン
を
契
機
に
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の

環
境
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
の
取
り
組
み
が
広

く
社
会
に
認
識
さ
れ
、
業
界

の
地
位
向
上
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
ど

も
も
お
手
伝
い
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」

経
産
大
臣
賞
に
Ｇ
Ｅ
Ｐ

Ｇ
Ｐ
Ｎ 

「
仕
組
み
作
り
」な
ど
評
価

グ
リ
ー
ン
購
入
大
賞

　

国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
共
催
、
ア
ス
ア
の
間
地
寛
社

長
に
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
グ
リ

ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ

Ｐ
）
の
評
価
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

意
義
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
　
　
　

◇

　

国
連
の
国
際
会
議
で
は
、
東
ト
協

の
遠
藤
部
長
の
プ
レ
ゼ
ン
、
映
像

が
、
手
軽
さ
と
意
識
づ
け
が
大
事

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
と
て
つ
も
な

い
効
果
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
交
通
渋
滞
は
ひ
ど

く
、 

排
気
ガ
ス
に
よ
り
空
気
の
汚
染

も
と
ど
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
鳴
り
響
き
、
運
転 

は
い
つ
も
防
衛
的
で
な
け
れ
ば
な
り 

ま
せ
ん
。
経
済
状
況
も
厳
し
く
、
環 

境
に
良
い
車
の
導
入
や
道
路
整
備
な

ど
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
状
況
で

す
。

　

し
か
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
教
育
に

よ
っ
て
人
の
心
や
気
持
ち
で
改
善
で

き
る
こ
と
を
知
り
、
全
力
で
取
り
組

み
た
い
と
い
う
話
で
し
た
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｐ
は
、
国
境
を
越
え
て
世
界

に
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。「

国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

憲
章
」に
向
け
て

　

２
０
１
６
年
の
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

憲
章
」
に
向
け
て
、
来
年
に
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
パ
リ
、
16
年
に
は
日

本
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
メ
リ

カ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
も
開
き
、
16
年

に
は
再
度
国
連
で
、
憲
章
に
向
け
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

国
連
で
称
賛
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ

た
の
は
、
東
ト
協
の
会
長
は
じ
め
執

行
部
の
皆
さ
ん
、
環
境
部
の
皆
さ

ん
、
各
地
の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
さ

ん
方
の
理
解
と
、
遠
藤
部
長
の
情
熱

に
尽
き
ま
す
。

世
界
に
広
が
る
可
能
性

ア
ス
ア 

間
地
社
長

全米トラック協会副会長と
名刺交換する大髙会長（右）

エコドライブ国際会議で
あいさつする間地社長　

「経済産業省も高く評価した」
と麹谷専務理事　　　　　

　

こ
の
制
度
と
の
連
携
に
つ

い
て
、
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
東
ト
協

の
遠
藤
部
長
が
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
、
自
治
体

と
の
連
携
が
注
目
さ
れ
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
各
国
の
取
り

組
み
の
参
考
に
な
っ
た
。

　

東
京
都
「
貨
物
輸
送
評
価

制
度
」
担
当
の
環
境
局
環
境

改
善
部
自
動
車
環
境
課
長
の

宗
野
喜
志
氏
と
同
課
自
動
車

対
策
係
長
の
折
原
岳
朗
氏

が
、今
後
の
抱
負
を
話
し
た
。

◇

評
価
事
業
者
は

誇
り
を　
　
　

　

宗
野
課
長
「
グ
リ
ー
ン
・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
が
国
連
で
認
め
ら

れ
、
ま
た
、
東
京
都
の
貨
物

輸
送
評
価
制
度
も
紹
介
さ
れ

て
、
自
治
体
と
の
連
携
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
、
東
京
都

に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。
今
後
も
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
と

の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
」

　

折
原
係
長
「
環
境
局
の
１

番
の
目
的
は
Ｃ
Ｏ
２

削
減
で

す
。
評
価
制
度
は
、
環
境
保

　

東
京
都
は
２
０
１
３
年
度

か
ら
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）
の
協

力
の
も
と
、
自
動
車
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
推
進
す
る
仕

組
み
と
し
て
、
貨
物
運
送
事

業
者
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
日

常
的
な
努
力
を
実
走
行
燃
費

で
評
価
す
る
「
貨
物
輸
送
評

価
制
度
」
を
本
格
実
施
し
て

い
る
。

全
に
頑
張
っ

て
い
る
事
業

者
の
頑
張
り

が
見
え
な
い

と
い
う
こ
と

で
、
見
え
る

化
を
し
よ
う

と
い
う
狙
い

も
あ
り
ま
し

た
。
評
価
制

度
は
星
１
ツ

（
☆
）、
星
２

ツ
（
☆
☆
）、

星
３
ツ
（
☆

☆
☆
）
の
３

段
階
の
評
価

で
す
が
、
星

１
ツ
で
も
厳
し
い
審
査
を
通

っ
て
い
ま
す
。
国
連
で
も
紹

介
さ
れ
、
評
価
事
業
者
は
誇

り
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

荷
主
側
へ

Ｐ
Ｒ
強
化

　

宗
野
課
長
「
こ
の
評
価
制

度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
各
業
界
を
回
る
な
ど

地
道
か
も
し
れ
な
い
が
啓
発

も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
。
荷
主
側
も
た
だ
安
け
れ

ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な

く
、
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

者
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

　

折
原
係
長
「
九
都
県
市
な

ど
で
『
環
境
に
配
慮
し
た
事

業
者
を
使
っ
て
ほ
し
い
』
と

い
う
よ
う
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
っ
て
送
付
し
て
い
ま

す
。
評
価
制
度
の
事
業
者
さ

ん
を
選
べ
ば
、
荷
主
さ
ん
も

環
境
に
配
慮
し
て
い
る
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

宗野課長折原係長

ド
ラ
イ
バ
ー
や
管
理
者
の
取

り
組
み
を
ま
と
め
た
映
像
を

紹
介
し
た
。

　

そ
し
て
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
の
特
徴

を
説
明
。「
ペ
ン
１
本
、
紙

１
枚
の
取
り
組
み
で
、
簡
単

か
つ
ロ
ー
コ
ス
ト
で
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て

い
ま
す
」。

　

ま
た
、
遠
藤
氏
は
、
管
理

者
対
象
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー
と

継
続
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、

６
０
０
万
件
の
燃
費
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
正
し
い

デ
ー
タ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
こ

と
や
、
燃
費
評
価
の
「
東
京

都
貨
物
輸
送
評
価
制
度
」
と

連
携
し
、
成
果
を
上
げ
る
優

秀
事
業
者
を
公
表
、
優
秀
事

業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
優
先
的

に
広
が
る
支
援
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
。

小
さ
な
取
り
組

み
が
大
き
な
成

果
を
生
む

　

遠
藤
氏
は
、「
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
は
、『
未
来

の
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
』
で
す
」。「
世
界
中
に

　

東
ト
協
環
境
部
長
の
遠
藤

啓
二
氏
が
登
場
し
た
セ
ッ
シ

ョ
ン
３
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
の

モ
デ
レ
ー
タ
ー（
司
会
進
行
）

は
、
早
稲
田
大
学
創
造
理
工

学
部
教
授
の
大
聖
泰
弘
氏
。

　

遠
藤
氏
は
、
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
挙
げ
て
の
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
活
動
の
燃
費
向
上

や
、
経
営
改
善
の
効
果
、
東

京
都
と
の
評
価
制
度
の
連
携

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
た
。

交
通
事
故
削
減

効
果
も
説
明

　

最
初
に
東
ト
協
に
つ
い
て

説
明
し
、「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）」

は
２
０
０
６
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
今
年
で
９
年
目
、
こ

れ
ま
で
約
７
０
０
社
、
２
万

台
の
ト
ラ
ッ
ク
が
参
加
し
、

中央が東ト協の遠藤環境部長、右隣がモデレーター
の大聖教授、左隣は全米トラック協会副会長　　　

「「
１
本
の
ペ
ン
と
紙

１
本
の
ペ
ン
と
紙
、、ド
ラ
イ
バ
ー
の
心

ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
」」

東
ト
協
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
大
髙
一
夫
会
長
）
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）
を
世
界
各
国
が

称
賛
し
た
。「
国
際
連
合
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
が
10
月
17
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
連
合

本
部
で
開
か
れ
た
。
国
連
で
初
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
国
際
会
議
だ
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
東
ト
協
が
Ｇ
Ｅ

Ｐ
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
、
方
法
と
効
果
に
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
日
本
代
表
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活

動
の
Ｇ
Ｅ
Ｐ
が
国
連
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
２
年
後
の
「
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
憲
章
」
発
効
に
向
け
て

弾
み
を
つ
け
た
。
当
日
の
模
様
は
、
海
外
の
ほ
か
日
本
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
。

全
米
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
関
心
度
大

　
「
国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
は
、
国
連

Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
と
日
本
の

ア
ス
ア
（
本
社
＝
愛
知
県
名

古
屋
市
、
間
地
寛
社
長
）
が

共
催
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
自
動
車
工
業

会
、
日
本
自
動
車
工
業
会
が

協
力
、
日
本
の
環
境
省
が
特

別
協
力
。
国
連
加
盟
国
、
各

国
の
国
連
大
使
、
政
府
関
係

者
、
自
動
車
関
連
団
体
や
全

米
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
約
２

０
０
人
が
出
席
し
た
。

　

東
ト
協
か
ら
大
髙
一
夫
会

長
、
志
村
正
之
副
会
長
（
環

境
委
員
長
）、
江
森
東
副
会

長
（
運
輸
安
全
委
員
長
）、

浅
井
隆
副
会
長
ら
が
出
席
し

た
。

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
４

つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

行
わ
れ
た
。

「
機
械
だ
け
で
は

「
機
械
だ
け
で
は

解
決
し
な
い
」

解
決
し
な
い
」

　

開
会
式
は
、
主
催
者
・
発

起
人
代
表
と
し
て
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｕ

Ｎ
Ｉ
Ｆ
代
表
、
ア
ス
ア
の
間

地
社
長
、
ル
ー
マ
ニ
ア
国
連

大
使
が
あ
い
さ
つ
。

　

間
地
氏
は
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
の
意
義
と
と
も
に
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
「
環

境
対
策
に
つ
い
て
日
本
は
最

先
端
の
技
術
で
も
推
進
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
普

及
し
ま
せ
ん
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー（
技
術
）
や
機
械
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
人
の
気
持

ち
を
訴
え
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

大
髙
会
長
が

大
髙
会
長
が

感
謝
の
あ
い
さ
つ

感
謝
の
あ
い
さ
つ

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
１
は
「
地
球

環
境
・
持
続
可
能
性
の
要

因
」。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
２
は
「
地
球

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
交
通

機
関
」。
休
憩
後
、
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

メ
ー
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
と
し

て
、「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
に
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
環
境
部
長

の
遠
藤
啓
二
氏
が
、
全
米
ト

ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
の
グ
レ

ン
・
ケ
ッ
ジ
ー
氏
、
ミ
シ
ガ

ン
大
学
交
通
研
究
所
の
ブ
ラ

ン
ド
ン
・
ス
コ
ェ
テ
ル
氏
、

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合

会
山
形
県
支
部
長
の
鈴
木
吉

徳
氏
と
と
も
に
パ
ネ
リ
ス
ト

で
登
壇
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
の
前
に

は
、
東
ト
協
の
大
髙
会
長
が

紹
介
さ
れ
、
感
謝
の
あ
い
さ

つ
を
し
た
。

Ｇ
Ｅ
Ｐ
を
映
像

Ｇ
Ｅ
Ｐ
を
映
像

交
え
プ
レ
ゼ
ン

交
え
プ
レ
ゼ
ン

　

遠
藤
氏
は
、
東
ト
協
が

「
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」の
取
り
組
み
と
成
果
、

鈴
木
氏
は
地
域
ぐ
る
み
の
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
取
り
組

み
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

　

遠
藤
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
対
し
て
、「
日
本
と

言
え
ば
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
機

械
で
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
考

え
て
い
た
」「
１
本
の
ペ
ン
と

紙
の
手
軽
さ
と
管
理
者
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
意
識
づ
け
で
、

こ
れ
ほ
ど
の
効
果
が
で
る
の

か
」
な
ど
と
驚
き
と
賞
賛
の

声
が
上
が
っ
た
。

　

全
米
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
各

国
も
Ｇ
Ｅ
Ｐ
に
関
心
を
強
め

導
入
の
検
討
や
、
同
副
会
長

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
力
不

足
の
対
応
に
つ
い
て
遠
藤
氏

と
意
見
交
換
す
る
場
面
も
あ

っ
た
。

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
４
の
「
環
境

方
針
」
の
後
の
サ
マ
リ
ー
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
２
０
１
６

年
に
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
憲
章
」

に
向
け
て
協
議
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
次
い
で
閉
会

式
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
が

行
わ
れ
、
国
連
初
の
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
国
際
会
議
が
大
き
な

成
果
を
上
げ
た
。

国連エコドライブカンファレンスでグリーン・エコプロジェクトが注目を浴びた

国連加盟国、各国の国連大使、
政府関係者ら200人が参加した

セッションの打ち合わせをする大髙会長（右か
ら２人目）と遠藤部長（右）、左は大聖教授

国連で「グリーン・エコプロジェクト」絶賛

燃
費
は
平
均
15
・
６
％
向

上
、
Ｃ
Ｏ
２

は
合
計
約
６
万

３
０
０
０
ト
ン
削
減
し
た
と

話
し
た
。

　

参
加
者
は
驚
き
の
表
情
で

遠
藤
氏
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
真
剣
に
聞
き
始
め

た
。

　
「
こ
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
約
23
平
方
マ
イ
ル
を
森

で
埋
め
る
数
値
と
同
等
で

す
」。

　

金
額
で
表
す
と
約
３
３
０

０
万
ド
ル
分
の
コ
ス
ト
削

減
、
交
通
事
故
の
削
減
に
も

大
き
な
成
果
を
出
し
、
事
故

件
数
は
30
％
削
減
、
交
通
事

故
に
よ
る
損
害
金
額
は
55
％

の
削
減
と
説
明
。

「
東
京
都
貨
物
輸

送
評
価
制
度
」と

の
連
携

　

さ
ら
に
、
遠
藤
氏
は
、
Ｇ

Ｅ
Ｐ
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
１
本

の
ペ
ン
と
紙
、
そ
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
の
心
で
す
」と
話
し
、

を
参
考
に
教
育
を
見
直
し
た
い
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
い
か
に
テ
ク
ニ

カ
ル
に
取
り
組
む
か
も
大
事
だ
が
、

結
局
、
ベ
ー
ス
は
教
育
が
大
事
だ
、

と
い
う
こ
と
で
、
評
価
が
高
か
っ
た

の
で
す
。

印
象
的
だ
っ
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
声

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
閉
会
式
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
府
関
係
者
が
あ
い

さ
つ
し
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
も
、

こ
の
取
り
組

み
は
学
び
た

い
と
オ
フ
ァ

ー
が
入
っ

た
。　

全
米

ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
評
価
も

非
常
に
高

く
、
シ
ス
テ

ム
だ
け
は
な

く
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ

東京都貨物輸送評価制度

国連の東ト協プレゼンで紹介
都環境局環境改善部に聞く

特
集
協
力
（
資
料
・
写

真
）　

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
、
ア
ス
ア

東
ト
協
遠
藤
環
境
部
長

は
、
た
く
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
ト
ラ
ッ
ク
１
台
１
台
の

小
さ
な
取
り
組
み
が
大
き
な

成
果
を
も
た
ら
し
ま
す
」。

　

さ
ら
に
、「
地
球
上
の
限
り

あ
る
資
源
を
い
か
に
有
効
に

利
用
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
使
命
で
す
」。

　

最
後
に
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
全
て
の
人
に
Ｗ
Ｉ

Ｎ
―
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
を
も
た

ら
す
、
情
熱
を
も
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
」
と
結
び
、

大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。

Ｇ
Ｅ
Ｐ
は
「
情
熱
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

プレゼンテーションする東ト協の遠藤部長

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
セ
ク
シ
ョ
ン
３
「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
に
よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
」
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー（
司

会
進
行
）
は
、
我
が
国
の
自
動

車
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

ル
ギ
ー
な
ど
に
関
す
る
研
究
に

対
し
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

国
連
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
で
の
グ
リ
ー
ン
・
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｇ
Ｅ
Ｐ
）

に
つ
い
て
聞
い
た
。

◇

　

―
―
Ｇ
Ｅ
Ｐ
が
評
価
さ
れ
た

理
由
は
？

　

大
聖
教
授　

Ｇ
Ｅ
Ｐ
は
燃
費

の
デ
ー
タ
を
記
録
し
、
そ
れ
を

し
っ
か
り
把
握
し
て
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
・
管
理
者
教

育
は
、
フ
ェ
ー
ス
ツ
ー
フ
ェ
ー

ス
で
す
。
全
米
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
燃
費
デ
ー
タ
に
驚
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
全
米
ト
協
で
は

国
が
広
い
の
で
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
を
中
心
と
し
た
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
教
育
の
シ
ス
テ
ム
な
の

で
す
が
、
こ
の
違
い
も
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

―
―
Ｇ
Ｅ
Ｐ
で
の
経
営
改
善

に
も
関
心
が
集
ま
っ
た
？

　

大
聖
教
授　

ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ッ
ク
業
界
で
も
い
ち
ば
ん
負

担
な
の
は
輸
送
に
占
め
る
燃
料

費
、
そ
の
次
が
人
件
費
で
す
。

こ
の
２
つ
で
大
半
が
占
め
ら
れ

て
い
て
、
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｐ
に
取
り
組
む
と
５
％

か
ら
10
％
、
燃
料
が
節
約
で
き

る
、
交
通
事
故
が
半
減
す
る
。

こ
れ
は
も
の
凄
い
利
益
で
す
。

教
育
を
大
事
に
し
て
会
社
一
体

で
取
り
組
み
、
経
営
改
善
に
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
点

な
ど
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

―
―
今
後
、
Ｇ
Ｅ
Ｐ
に
期
待

す
る
こ
と
は
？

　

大
聖
教
授　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

の
燃
料
費
10
％
削
減
っ
て
凄
い

こ
と
な
の
で
す
。
自
動
車
メ
ー

カ
ー
は
、
10
年
ぐ
ら
い
か
け
て

ト
ラ
ッ
ク
の
燃
費
を
10
％
ぐ
ら

い
良
く
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

考
え
る
と
、
明
日
か
ら
で
も
、

き
ょ
う
か
ら
で
も
で
き
る
わ
け

で
す
か
ら
凄
い
で
す
。
高
い
評

価
を
受
け
た
Ｇ
Ｅ
Ｐ
で
す
が
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
「
交
通
マ
ナ

ー
」、車
社
会
の
健
全
な
発
展
の

た
め
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

の
オ
ー
ソ
リ

テ
ィ
ー
、
早

稲
田
大
学
創

造
理
工
学
部

教
授
の
大
聖

泰
弘
氏
。

　

カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
中

で
、
国
連
Ｗ

Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｆ
か
ら
長
年

の
自
動
車
・

環
境
・
エ
ネ

国
連
Ｗ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｆ
か
ら
表
彰
状
を

贈
ら
れ
、
感
謝
を
述
べ
る
大
聖
教
授　

Ｇ
Ｅ
Ｐ 

車
社
会
の
健
全
な
発
展
に
も
貢
献

早大理工学部教授

大聖泰弘氏

Ｇ
Ｅ
Ｐ


